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	fill_37: 社会科学系の分野（経営経済、社会学）や、人文系の分野（映画、演劇、芸術）に特に力を入れているように感じた。
	fill_38: 英語を母語としない学生のために、ライティング、リスニング、発音などに細分化されたワークショップを無料で履修することができる。事前に登録した授業とは別に自分で履修登録をしないといけない。単位は出ない。ラングエッジエクスチェンジをする制度もあるが、あまり利用している学生はいない印象。
	undefined_2: オフィスアワーはもちろん、メンターやアドバイザーの先生や学生を付けることができる。※学部によって異なる可能性あり。また、学習サポートオフィスがあり、授業の受け方からエッセイの書き方まで様々な質問や要望に対応してくれる。またそのオフィスが留学生向けに食事会なども開催してくれる。
	undefined_3: 各寮長を筆頭に大学スタッフに相談すれば対応してくれると思う。ハラスメントへの対処もしっかりしており、安心。
	fill_1_2: 週に一回ハウスキーパースタッフが来て、個人の部屋以外の部分を掃除してくれる。自分の部屋は自分で掃除機をかけたりしないといけない。
	undefined_4: 留学生向けの遠足や、年末年始の食事会などアンテナを立てれば様々な行事をしている。アルバイトや就職支援もキャンパスにオフィスがあり、相談に乗ってくれる。就活に向けたワークショップの案内などもメールでしばしば来た。ソサエティ活動（サークル）の紹介・勧誘イベントが学期初めに開催される。
	21: 学生寮はすべてキャンパス内にあるので非常に便利。寮から授業棟まですべて徒歩10分圏内なので、例えば授業を受けて寮に戻って昼食を作って食べてからまた授業に行くといったことが簡単にできる。キャンパス内の購買で野菜や日用雑貨を買うことができるので、街に出なくても生活をすることができる。気を付けることは、ゴミ出しのローテーンションや冷蔵庫の使い方は生活を始めるタイミングで他の生徒と話し合っておいた方がトラブルが少なくて済むと思う。
	fill_4: 学研災付帯海外留学保険（「付帯海学」）（神戸大学指定の保険）
	undefined_5: 
	toggle_1: Off
	toggle_2: Off
	toggle_3: Off
	toggle_4: Off
	toggle_5: Off
	fill_6_2: キャンパス内は無料WIFIが使えるのでネット環境に関しては問題なし。
	toggle_6: Off
	toggle_7: Off
	fill_7_2: スタディーハブや図書館にWindowsパソコンが置いてあり、自由に使用可能。Macのパソコンはなかった。
	fill_8_2: 親知らず治療のために歯医者に２回通った。初診様子を見るだけで40ポンド。治療費100ポンド。国運営の保険適用の歯医者とプライベート歯医者の２つあるが、一般的にプライベートの方が予約も取りやすく、技術もいいといわれている。その分治療費は高いので、注意。
	undefined_6: 衛生状態は非常に良い。水道水も飲めるが、日本と水質が違うのでペットボトルの水を飲んでいた。２Lで30円くらいで買える。身体的、精神的疲労から風邪などを引きやすくなるかもしれないから、日ごろから手洗いうがい、きちんとした食事をとることは非常に大事。日本から風邪薬を持って行ってもいいと思うが、現地でも買えるので特段持っていく必要はないと感じた。
	fill_3: 現金はキャッシュパスポートに入金していたものをATMで引き出して使っていた。ただ、大体のお店でカードが使えるので現金を持ち歩くことはほとんどなかった。100円以下の買い物でもカード決済が楽。カードは日本で使っていたVISAとMastercard。アメリカンエクスプレスは使えないことがある。カードは紛失や盗難などに備えて２枚以上は持参するべき。
	undefined_7: もちろんながら会釈はしない。感謝などの気持ちを表すときは、笑顔を作るか、言葉できちんと伝えるのが礼儀。お店に行っても店員と客との間に日本ほど地位の差がない。
ドアを開けるとき、後ろに人がいればその人が来るまでドアを支えておくのが礼儀。
	fill_5_2: 店員と会話をするくらい。
	undefined_8: していない。
	fill_7_3: 総じて安全。物乞いやホームレスもいるがそこまで危険性を感じたことはない。ただ、男女関係なく夜一人で出歩くのは安全とは言えない。週末の夜などは特に酔っ払いなどが多いため注意が必要。学生の街ということもあり、国籍関係なく誰にでも寛容な印象。ただ、視線は感じる。
	undefined_9: していない。
	fill_1_3: JASSO
	52: イギリス在住の日本人ツイッター
Culture Trip（旅行情報サイト）

	undefined_11: 電子辞書などに必要があれば乾電池。
	fill_11_2: 語学力の向上：読み書き、聞き取り会話、すべての点において留学前と比べて成長を感じた。
将来像の明確化：卒業論文の方向性。就職の方向性など、留学前には不明確だったものの道筋を見つけることができた。
	54: 英語力。
いくら語学要件を満たしているからといってそれだけで満足するのではなく、留学が始まるまでに可能な限り英語を勉強していくべき。「英語がもっとできていれば」という場面が多々あり、トラブルとまではいかないが、それが理由で困ることや苦労することが多かった。
鍛えるべきポイントは、イギリス特有のアクセントや言い回しに慣れておくということ。
	fill_9_2: 可能であれば、留学前に神戸大学に来ているイギリスの学生（留学先の学生に関係なく）との交流会などを設けてもらえれば情報交換ができる。

奨学金の金額が相対的に少なく感じた。例えば物価レベルの低いアジア諸国とイギリスやヨーロッパの国に対応する金額が同額というのは現地での金額の差が大きいので、物価が高い国（円が安い通貨の国）は相対的に多い金額の奨学金が必要だと感じた。
	fill_10_2: 勧める。
英語圏での留学を検討している人。映画学やカルチュラルスタディーズといった大学の強みの分野を勉強したいと思っている人にはいい機会になると思う。
また留学中に詰める経験は日本では得られないものが多いので、楽しい経験、苦労する経験すべて含めて、それらから得られるものは大きく多いと思う。
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私の当初の目的は、勉強をすること以外に大きく２点ありました。１点目、英語力の向上。向上とは日常会話を問題なくこなすことができ、英語での議論なども問題なくできるレベルを目指していました。残念ながらそのレベルに自分の英語力を上げることはできませんでした。その理由は、留学前の自分の英語力と、留学に行けばそれだけのレベルにあがるだろうという二つの過信にあります。私の留学前の英語力は語学要件を満たしており、さらに留学生との交流も積極的にしていたため、留学先でもそれなりの力を発揮できるだろうと思っていました。しかし現実は予想していたものとは違って、イギリス特有のアクセント（それぞれの人がそれぞれのアクセントを使う）、ネイティブスピーカーの話す会話スピードの速さ、慣れない英語での授業などいろいろな要因が重なって思ったように自分の英語力を発揮することができませんでした。発揮できないというより、発揮するほどの力をもってませんでした。今挙げた要因はすべて留学前の準備段階でそれなりの備えができるものです。その準備を怠ったことが留学先での苦労を生みました。結果的に、秋ターム（前期）は、授業についていくのが大変だったり、友達を作るのに苦労したりと、我慢の期間になってしまいました。その期間中には授業の合間に個人的に英語の勉強をしました。そして春ターム（後期）からは授業にもそれなりについていけるようになり、友達もある程度できましたが、その個人的に英語を勉強していた時間は本当に時間を無駄にしていたと後悔しています。そういうことは本来留学前に十分にしておくべきで、そういった時間を授業の予習復習や友達との時間に充てるのが本来するべきことだったと反省しています。しかし、自分の目標としていたレベルには達することができなかったものの、留学が終わるころには落ち込んでいた自分の英語力に自信もつき、議論で発言したり、日常会話はある程度困難なくできるようになったりしました。ただ目指していたレベルがその上だったので、悔しい経験になりました。
２点目の目標は１点目と連動しているのですが、現地の学生や他の留学生の友達を作るというものでした。上で述べたように、十分な英語力もなく、前期を自分の部屋にこもって英語力を上げることに充てたため、前期ではこの目標は達成させることがもちろんできず、後期になってもすでに出来上がったコミュニティに入るのも難しく、結果的に前後期を通して満足のいく数の友達を作ることができませんでした。なぜこの目標を立てたのかというと、異文化理解や異文化交流を期待していたからです。他のヨーロッパの国からのハウスメイトや日本以外のアジアの国からの留学生とは仲良くなり、それぞれの文化などを知ることができましたが、これもまた満足のいくほど目標を達成させることができませんでした。以上の２点の目標不達成の話は根本的には英語力の欠如に起因します。なのでこれから留学を志している後輩には、留学には十分な語学力をもって臨んでほしいと思います。英語は日本で勉強しようと思えばできてしまうものです。せっかくの留学期間を語学の勉強に充てるのではなく、もっと他に価値のあることに使うことでより充実した留学生活にしてほしいと思います。
今後は、留学中に達することのできなかったレベルに英語力を上げる努力をし、今回得た教訓、自分の力に過信することなく準備を怠らないということを実践していきたいと思います。（1514文字）
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